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平成24年 新春
明けましておめでとうございます

東京泌尿器科医会の会員の皆様におかれまし

ても良き年でありますよう心より祈念致しま

す。

本年は２年毎の保険改定の年となり、会員の

皆様も、どの様な改定となるかが心配のことと

思いますが昨年12月21日厚生労働大臣と財務

大臣との折衝によりプラス0.004％の改定額が

新春のご挨拶

東京泌尿器科医会会長　吉 田 英 機



決まったことは新聞などの報道でご存じと思い

ます。実際には約5,500億円の財源が決まりま

した。本年１月27日の中医協総会において医

療技術評価分科会会長として保険改定の内容に

ついて説明し、分科会で評価された項目全体が

承認されました。具体的な点数は現在厚生労働

省で計算中ですが、項目として先進医療から

「根治的前立腺全摘除術における内視鏡下手術

用ロボット支援」や「人工括約筋を用いた尿失

禁手術」などの技術が承認されました。今回各

学会などから提出された793件（重複を除く）

の中から278件（新規技術・127件、既存技術

150件）の技術の保険導入が決定されました。

例年よりかなり多くの技術申請で相当な反論が

あるものと覚悟していましたが、森田会長を始

め「この様な膨大な提案書を時間を掛けて評価

した会長に感心します」という評価を受け安心

しました。詳しい点数については2月の第34回

東京泌尿器科医会学術集会において斎藤保険委

員長から報告していただきますのでご期待下さ

い。

医療技術評価分科会の会長としての私の役割

はこれで終了しますが、この10年間少しでも

泌尿器科の保険点数の改定に貢献できたかなと

思います。

平成24年は「辰年」ということで会員の皆

様のおおいなるご繁栄と収入の増加が計られれ

ばお役に「立」てたのかなと感じます。まだま

だ厚生労働省の仕事は有りますのでこの１年間

も役員の皆様にはご苦労をおかけすると思いま

すが会員の皆様の温かいご支援とご協力を新年

にあたり宜しくお願いしたいと存じます。
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日時：平成 24年２月 25日（土） 午後５時 00分～
場所：京王プラザホテル　47階　あけぼの

1 講演「頻尿・尿意切迫評価と治療戦略」
東京リハビリテーション病院　診療部長　鈴 木 康 之 先生

2 特別講演「日本人を取り巻く性の環境
―セックスレスから精子幹細胞の研究について―」

東邦大学医療センター大森病院　泌尿器科　教授　中 島 耕 一 先生

3「保険診療のＱ＆A」 東京臨海病院　副院長　斎 藤 忠 則 先生

第 34回 東京泌尿器科医会学術集会・総会のお知らせ

東京泌尿器科医会ニュース編集部では医会ニュ

ースを充実させるため会員の皆様の投稿やご要望

を歓迎いたします。今後の医会の方向や泌尿器科

における保険診療上の問題点、疑問等いろいろな

話題提供でも結構です（匿名掲載の場合はその旨

ご連絡下さい）。

投稿される方は下記へお送り下さい。

〒 140 ｰ0004 品川区南品川 3－6－51
小川クリニック　小川　肇

TEL.（03）5460 ｰ 1188 FAX.（03）5460 ｰ 1195

投稿のお願い



寒中お見舞い申し上げます。

昨年３月、日本は大地震、津波、原発事故と

いう未曾有の大惨事に見舞われました。それは

我々の想像を遙かに越え、これからの私たちの

生き方も考え直す必要性を強く感じることにな

りました。２万人余りの尊い命が失われ、その

何倍かの人々が家族を失い、更にその何倍もの

人々が家を奪われ、慣れ親しんだ土地を追われ

ました。しかしながら、大惨事に見舞われたに

も拘わらず、悲しみをこらえ整然とかつての生

活を取り戻そうと努力する被災地の人々やそれ

を支える人々の姿は強く美しいもので、我々だ

けでなく世界中の人々に感動を与えました。

7月の女子サッカーのワールドカップ優勝

は、打ちひしがれ暗くなっていた日本に多くの

勇気を与えてくれました。決して体力的に優位

でなくても世界の頂点にたどり着くことが出来

ることを証明してくれました。日本チームの努

力と団結力には世界中から賛辞が送られ、被災

地を含めた日本に大きな励みになりました。日

本であれば震災からの復興も、決して遠くはな

いはずです。困難を乗り越え、被災者の皆様が

一日も早く平和な生活を取り戻されることを祈

ってやみません。

現在、世界全体が金融不安に覆われています。

それは、日本の医療費にも少なからず影響を及

ぼしていると思います。私自身は病院運営にも

携わっていますが、我々の努力も次第に限界に

近づいていると思います。一部勤務医の疲労は

ピークに達しています。それは結果として、医

療の質を下げることになり、国民にとって決し

て良い方向に行っているとは思えません。少々

の余裕を持って患者と向き合える医療環境を作

りたいと思うのは、すべての医療者にとって共

通の想いだと思います。それには物言える臨床

医師の団体が必要で、色々な環境で仕事をして

いるメンバーの集まる本会の様な団体が、微力

ではあっても率先して医療の改革に臨むことが

必要ではないかと強く感じる次第です。今年も

皆様のお力添えをいただきたく、よろしくお願

いいたします。
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2011年を振り返って

副会長　長 倉 和 彦
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謹んで新年のお慶びを申し上げます。昨年は

国内では未曾有の大震災と原発事故があり、皆

様も様々な思いを胸に新年を迎えられたことと

存じます。海外でもアラブの春、ヨーロッパの

経済不安、そして年末には金総書記の死亡と、

日本のみならず世界中が大きく揺れた一年でし

た。今年は多数の主要国で指導者が変わること

が予想され、昨年にも増して世界情勢がどのよ

うに変わるかまったく先行きの不透明な新年で

す。そんな中、私たち医療に携わる者の最大の

懸念は、社会保障と税の一体改革もさることな

がら、医療の分野にもTPP（環太平洋戦略的経

済連携協定）の波が押し寄せて来そうなことで

はないでしょうか。市場規模の大きさから見て

も医療に対する利己的な規制緩和の外圧は相当

なものであろうと容易に想像できます。

日本の政治家、官僚が健全な医療、保険制度

をこの圧力から守れるのかはまことに疑わしい

限りです。日本泌尿器科学会が創立100周年を

迎えるという記念すべき年が医療崩壊元年とな

らないことを願うばかりです

さて、今年の東京泌尿器科医会の最大の課題

は日本臨床泌尿器科医会との連携であります。

東京泌尿器科医会は昨年、日本臨床泌尿器科医

会の会長もされている吉田英機先生が会長に就

任し、役員の交代とともに新しい体制になりま

した。そして、兼ねてからの懸案だった日本臨

床泌尿器科医会との連携が具体化してきまし

た。この連携が軌道に乗り、東京泌尿器科医会

の活動規模がより一層拡大、充実して行くこと

を期待しております。東京泌尿器科医会の発展

をお祈りし、新年のご挨拶とさせていただきま

す。

賛助会員
旭化成ファーマ株式会社／あすか製薬株式会社／アステラス製薬株式会社／アストラゼネカ株式
会社／エーザイ株式会社／大塚製薬株式会社／小野薬品工業株式会社／科研製薬株式会社／キッ
セイ薬品工業株式会社／杏林製薬株式会社／グラクソ・スミスクライン株式会社／シェリング・
プラウ株式会社／塩野義製薬株式会社／大鵬薬品工業株式会社／武田薬品工業株式会社／第一三
共株式会社／中外製薬株式会社／株式会社ツムラ／帝人ファーマ株式会社／日本新薬株式会社／
日本化薬株式会社／ファイザー株式会社／扶桑薬品工業株式会社　　　　　　　　　　（50音順）

新年のご挨拶

副会長　長谷川　潤



旧年中は東京泌尿器科医会に御厚情をいただ

き誠にありがとうございました。本年もどうぞ

よろしくお願い申し上げます。

昨年4月の役員改選で総務部を任せていただ

いてあっと言う間に1年が過ぎようとしていま

す。3月11日の東日本大震災後の大混乱の中、

新執行部が発足しました。発足はしたものの、

震災直後は多くの学会や勉強会のように、医会

でも役員会を開くこともできず、運営に赤信号

が灯るような有様でした。4月末になって何と

か新執行部での一回目の役員会を開催すること

ができました。秋の学術集会も本当に開催でき

るかどうかわからない中での準備でしたが、役

員各位、共催メーカー、会員の皆様のご協力に

て何とか無事開催することができました。

医会は様々な問題を抱えております。一番大

きな問題は会員が増えないことです。15年ほ

ど前の発足当時と会員数がほとんど変わってお

りません。最近は医師会に入会しない開業医が

多くなっているようですが、やはり医会も医師

会も入会のメリットがはっきりしていないこと

が大きな原因と思われます。メリットの確立と

宣伝に務めていきたいと考えております。もう

一つ大きな問題は、医会活動の全国化です。日

本臨床泌尿器科医会が発足してすでに15年が

経過し、活発な活動を行なっています。当会の

ような地域の医会と全国組織の医会がそれぞれ

の立場を尊重しつつ、協力して活動する環境が

整いつつあると考えています。私見ではありま

すが、当会でも日本臨床泌尿器科医会の活動に

積極的に協力して行ければと願っております。

学会では扱いにくい診療報酬請求上での問題

を中心に、泌尿器科医を守ることを目標に、泌

尿器科医の資質の向上と泌尿器科の社会的医療

環境の向上を目指した東京泌尿器科医会に、一

層のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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年頭のご挨拶

総務　小 川 　 肇

東京泌尿器科医会では只今新規入会のお誘いを

行っています。

都内で開業ないし勤務する泌尿器科関連医師の

方で、入会を希望される方は下記にお申込み下

さい。

〒 140 ｰ0004 品川区南品川 3－6－51
小川クリニック　小川　肇

TEL.（03）5460 ｰ 1188 FAX.（03）5460 ｰ 1195

入会のお誘い



（6） 2012. 2 No. 43東京泌尿器科医会ニュース

今回は、旅行のことを書いてみます。昨年の夏休みのことです。長男と
何処に行くかと相談しました。長男は四国鳴門海峡のうず潮を見たいと言
いました。私は数年前に徳島での泌尿器科学会に行った時に、すでに見た
のですが、もう一度見るのも良いかなと思い四国旅行と決めました。
香川県の高松空港からスタートし、レンタカーを借りて３泊４日の小旅

行です。最初に高松の栗林公園に行きました。ミシュランにものっている
立派な公園です。公園の中の茶屋で、讃岐うどんを食べました。非常にお
いしく東京の濃い醤油味と異なり、これが有名な讃岐うどん。四国にきた
なという実感がわいてきました。腹ごしらえをしてから瀬戸大橋を渡って

岡山県に入り、またインターチェンジでもどって来るコースです。途中で休憩所がありますが、
丘に登ると瀬戸内海の島々が360度見えて美しいこと、ここは一生暮してもよいのではないか
と思われるほどほれぼれする景色でした。１泊目は松山です。翌日、松山城に行きました。ロ
ープウェイで小高い山に登っていくのです。その時のアナウンスで初めて知ったのですが、松
山は人口数が多く56～57万人いて四国で１番大きい町だそうです。私はお城を見るのが好き
で、熊本城、松本城、小田原城などずいぶん見て来ましたが、松山城は非常に大きくて立派で
した。東京から遠いと思うのですが、結構外国人も見に来ております。
この松山では、道後温泉に入りました。あの夏目漱石が書いている「坊ちゃん」にもでてく

る温泉です。道後温泉本館（振鷺閣）は、明治27年の建築で、15畳位の風呂が一般用で、男風
呂が２部屋、女風呂が１部屋あります。入浴料は高くなりますが、お茶などをだしてくれる風
呂もあり、現在でも使われており１日に3000人も入るそうです。風呂に入ってみると“湯の中
で泳ぐべからず”と壁に刻まれ、「坊ちゃんより」と書いてありました。これが坊ちゃんの入
った風呂かと感激しました。旅行から帰って、50年ぶりに坊ちゃんを買って読みましたが、
“湯の中を泳ぐのは中々愉快だ。おれは人の居ないのを見澄ましては湯壺を泳ぎ巡って喜んで
居た。ところが、…湯の中泳ぐべからずとかいて貼りつけてある。”。坊ちゃんは、風呂で泳ぐ
のが楽しみだったようで、そのことが書いてあるところを見つけて読んだ時はうれしくなって
しまいました。
そして生まれて初めての佐多岬に行きました。ここからは、九州の大分県まで10数kmと近

くよく見えます。車で松山から４～５時間かかりますが、山には愛媛のみかん畑があったりよ
い所です。こんな遠い岬を訪れるのは一生に１回かなと思うと感慨もひとしおです。その後四
万十川の上流から下流に向けてドライブです。２日目は、四万十市（旧中村市）に泊まりまし
た。四万十川を船で下り、太平洋の見える所まで行きました。60人乗りの船にお客は私たち二
人だけだったので、貸切り状態で気分は最高です。船頭さんにお話を伺ったら、１kgもあるう
なぎが採れるそうです。これは、天然物で、冷凍にして１年かけて小出しにして料理している
そうです。めだかの２倍位の大きさの稚魚もとれるそうですが、それを育てて大きくしたのが
養殖だそうで、値段は天然物の３分１くらいになるそうです。それでも稚魚が一瓶で数万円も
するそうで、とても貴重なようです。その船では稚魚を１匹飼っていて見せてくれました。
３泊目は、四国山中の大歩危、小歩危で泊まり、山菜料理を食べました。四国は、車で走っ

てみると、山が多いことを実感します。そしていよいよ、うず潮を見にいきました。数年前は、
学会の合間で時間がなく遊覧船で回っただけでしたが、今回は、うず潮を一望できる丘の上に
上がりました。淡路島、神戸へ行く大橋も見えて中々の景観です。その大橋を海に向かって
650ｍまで歩いて行くことができ、真下にうず潮を見ることができます。これも新鮮な感覚で
よいものです。そして最後に遊覧船に乗ってうず潮を見ました。近くにうず潮を見ることがで
き迫力満点で、やはりこれが最高です。私にとっては、２回目でしたが、日頃見ていない光景
で素晴らしい感激がありました。帰りにうず潮の博物館に寄ったのですが、このような波の段
差がみられるうず潮は、世界に数箇所あるそうです。
あっという間の小旅行でしたが、瀬戸大橋の休憩地点で見た瀬戸内海の島々の景色と坊ちゃ

んの入った風呂に入れたのが最も印象に残りました。 （仲田 浄治郎）

Coffee Break

小旅行
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その10

― 診療日記① ―

仲田クリニック　仲田浄治郎

私は、いつの間にか34年も臨床医として診
療をしておりますが、毎日毎日が患者さんから
教えてもらうことが多くあります。このオフィ
スウロロジーでは、私が体験した実際の診療の
中で少しでも参考になるようなことを書いてい
きたいと思います。内容によっては、異論もあ
るかと思いますが、御承知おき下さい。
１月○○日。40歳台の男性が突然、苦しい

と言って、診療所に入ってきました。診察台が
４ベットあるのですが、そのままベットに寝込
んでおります。下痢と38度の発熱がみられます。
冬には、ノロウイルスなどのウイルス性胃腸炎
で受診する患者さんがおります。脱水もあると
思い点滴をし、整腸剤と解熱剤を投与しました。
詳細な問診をすると、年末から風邪気味で他院
で整腸剤と鎮痛剤のメフェナム酸、抗生剤のレ
ボフロキサシンを投与されておりました。当院
に受診する３日前より、手の指の間と腹部に直
径1.5㎝位の発赤が出現したそうです。さらに
陰茎振子部と陰嚢部の皮膚はびらん状態になっ
ており、痛みのため歩行もままならないとのこ
とです。抗生剤レボフロキサシンは、腸炎によ
く使われる薬剤ですが、この患者さんには１年
前に受診した問診で、レボフロキサシンで下痢
をすると私のカルテに記載されておりました。
下痢はウイルス性腸炎にレボフロキサシンの

副作用が加わったものと考えられました。皮膚
症状は、手と腹部、背部に２～３㎝の紫がかっ
た紅斑が3個、足底に同大の水疱、陰部に広範
囲のびらんを認め、固定薬疹と診断しました。
「薬疹情報　第14版」には、メフェナム酸もレ
ボフロキサシンも固定薬疹の報告例が多数記載
されています。
治療は、腸炎に対してビオフェルミン、発熱

に対してアセトアミノフェン（カロナール）を
投与し、発疹については前医での薬剤を中止す
ることで経過をみることにしましたが、陰部は
浸出液も出ており感染予防の目的でセフェム系
抗生剤とゲンタマイシン軟膏を処方しました。
翌日には解熱、３日後に下痢は改善、１週間後
に皮膚症状は改善し苦痛無く歩けるようになり
ました。

今回は薬疹の原因薬剤がメフェナム酸なのか
レボフロキサシンなのか精査しませんでした
が、レボフロキサシンは我々泌尿器科医がよく
使用する薬剤の一つで、陰部にびらん症状を呈
するタイプの薬疹も起こりうるということを学
びました。私も数多くレボフロキサシンを処方
してきましたが、初めての経験なので、あえて、
この誌面に書くことにしました。ちなみに、固
定薬疹は少し紫がかった紅斑で（直径１㎝以上
はある）、一見打ち身のように見えます。数は
単発からせいぜい数個で本人が気付かないこと
もあります。
１月△△日。89歳、女性。近医で高血圧で

経過をみておりましたが、肺動脈血栓症、深部
静脈血栓症がみられ大学病院に入院。入院時に
尿閉がみられ、神経因性膀胱の診断で尿道カテ
ーテルを留置して退院してきました。カテーテ
ル管理が困難とのことで当院に依頼され往診で
みております。介護主治医意見書や訪問看護指
示書などの書類が発生します。書類は書き慣れ
ているつもりでしたが、訪問看護指示書の中に
褥瘡の深さ、NPUAP分類Ⅲ度Ⅳ度、DESIGN
分類D3 D4 D5と記載する項目があります。泌
尿器科医にとっては褥瘡の分類は見慣れており
ません。NPUAP分類かDESIGN分類のどちら
かを記載すればよいのでDESIGN分類を調べて
みました。日本褥瘡学会2008年での発表を引
用させて頂きます。

DESIGN－R（褥瘡経過評価用）
Depth 深さ　創内の一番深い部分で評価し、改

善に伴い創底が浅くなった場合、
これと相応の深さとして評価する。

ｄ　０　　皮膚損傷・発赤なし
１　　持続する発赤
２　　真皮までの損傷

Ｄ　３　　皮下組織までの損傷
４　　皮下組織を越える損傷
５　　関節腔、体腔に至る損傷

Ｕ　　　　深さ判定が不能の場合
この患者さんでは、褥瘡になりやすい傾向にあ
るという『ｄ ０』だったのでその項目は記載
しませんでしたが、皮膚科の先生ですと常識な
のでしょうが、私にとっては見慣れない分類で
日々、勉強と思いました。

しばらく診療日記のスタイルでオフィスウロ
ロジーを述べてみたいと思います。

Office Urology
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食通の多い医会の先生方のお気に入りのお店

をご紹介下さい。

まずは、小生お勧めの文京区千駄木「一二三

庵」をご紹介させていただきます。

千駄木４丁目、閑静な住宅街の中の一軒家の

京和食料亭です。粟飯原店主の美味しい京料理

と近藤女将の行き届いたきめ細かいもてなしを

楽しめます。お部屋は１階４名、２階６名ほど。

１日２組限定で、暖かい日本家屋でくつろいだ

時間を過ごせます。お任せの日本酒は旬の食材

を使用したお料理に合わせて数種類のものが用

意され、どれもお料理を引き立てる美味しいも

のです。

一二三庵へはもう何度も通っておりますが、

一度も同じ料理は出されたことがありません。

粟飯原店主の数多いレパートリーの中から毎回

丁寧に出されるものは感動いたします。

１年前にミシュラン２つ星を獲得されまし

た。

お近くにいらした時はぜひお食事を楽しまれ

てはいかがでしょうか？

（細部 高英）

○千駄木一二三庵
http://www.hifumi-an.com/index.html
東京都文京区千駄木４－2－18

電話 03（5832）8677（要予約）

2011年の大震災の年が

明け、今年は復興の年で

す。診療報酬の改定の年です。TPP参加

是非も問われ日本の良い医療・医療制度を

堅持していかなければと思います。今後の

当医会活動が日本臨床泌尿器科医会と共に

全国レベルで歩調を合わせ、声を一つにし

て発信できるようにしていきたいもので

す。

医会ニュースも会員の皆様からいろいろ

な原稿を頂戴して充実したものを発行した

いと考えております。皆様のご協力をお願

い申し上げます。 (Ｔ.Ｈ.)

編集後記


	新春のご挨拶　会長
	第34 回東京泌尿器科医会学術集会・総会のお知らせ
	新春のご挨拶　役員
	Coffee Break
	Office Urology
	隠れ家紹介
	編集後記

